
『荒神』  
宮部 みゆき／著 新潮社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深夜、村人たちが寝静まっている中、突如現

れた「何か」。その何かは村人たちを襲い、一夜

にして村全体を壊滅させる惨事に陥れた。この

恐ろしい「何か」とは何なのか、そしてなぜ突

然現れたのか。隣り合い、憎しみ合う二つの藩

とそこに住む人々の悲しい歴史を織り交ぜなが

ら物語は進んでいきます。 

 

『文豪ノ怪談ジュニア・セレクション 呪』 
小泉 八雲・三島 由紀夫／ほか著 

東 雅夫／編 羽尻 利門／絵 汐文社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人の怨念というものは、怪談や妖怪よりも恐ろ

しく、覗いてはいけないと思いながらも見ずには

いられないものです。この本は名だたる文豪が創

作や言い伝えをもとに、心の奥底をえぐりだすよ

うなぞくぞくする気持ちを味あわせてくれる短

編集です。 

  

 

『予言の島』  
澤村 伊智／著 KADOKAWA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼馴染で集まると、当時夢中になっていた思い

がよみがえってくるもので、彼らはある霊能者が

予言をした島へ足を踏み入れてしまいます。 

どことなく感じる違和感は最後まで読んだと

き、腑に落ちると同時にぞっとします。もう一度

読まずにはいられません。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書館の窓から 
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『にいがたの怪談』 

駒形 覐
さとし

／著 新潟日報事業社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県内に伝わる数多くの怪異談。信濃川をは

じめ各地を流れる河川や沼、山、地名など身近な場

所が舞台になっているだけに、不思議さが現実味

を帯びてきます。現存するお宮や祠は、辛く悲しい

歴史が背景にあることを物語っているのではない

でしょうか。 
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＊今号で紹介した本は、中央図書館一般コーナー入口付近に展示しています。ぜひご利用ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネスのヒントは図書館にあり 

「会社・業界情報」「起業」「就労・転職」「資格」「商業経営（商店や

広告宣伝、マーケティング）」など、ビジネスでの様々なシーンで

活用できる資料を約３，３００冊取り揃えています。 

―会社を設立したい、資格を取得してキャリアアップしたい、仕

事上のトラブルを解決したい―仕事での疑問や問題を解決した

い時、こちらのコーナーを参考にしてみてはいかがでしょうか。 

また、行政や各種団体のビジネス関連パンフレットも設置してい

ます。 

 

 

 

 

例えばこんな本があります 

最新情報はデータベースから。仕事上の調査やスキルアップにご活用ください。 

新聞…全国５大紙、日刊工業新聞、日本農業新聞など 

雑誌…エコノミスト、週刊ダイヤモンド、商業界、日経ビジ

ネスなど 

 

・日経テレコン 

・官報情報検索サービス 

・市場情報評価ナビMieNa（ミーナ） 

・新潟日報記事データベース 

 

マナーを身に着け、気持ちよく仕事

をしましょう。 

４月施行の中小企業の経営に関わる

民法改正に対応した最新版。 

「読みっぱなし」では知識は自分のもの

にはならない、とあります。 

参考コーナー 

『帝国データバンク会社年鑑』（帝国データバンク） 

『業種別審査事典』（金融財政事情研究会） 

そのほか各種統計、白書・年鑑など 

郷土コーナー 

『新潟県会社要覧』（新潟経済社会リサーチセンター） 

『ホクギンマンスリー』（ホクギン経済研究所） 

など、県内の企業に関する資料 

図書館では調べ物に対するご質問も受け付けています。 

ビジネス関連のご質問もお気軽に職員へお声がけくだ

さい。 

 

新聞・雑誌コーナー 

 

 

参考・郷土図書コーナー 

 

 

レファレンス 

 

 

『会社で役立つ

日常業務の法律

知識』 

矢野  千秋／著 

清文社 

『要点をギュッ !

はじめてのビジ

ネスマナー図鑑』 

 

池田書店 

『本は読んだら

すぐアウトプット

する!』 

齋藤 孝／著  

興陽館 

 まだまだあります。ビジネスのヒント 

 

・聞蔵Ⅱビジュアル 

・ジャパンナレッジＬｉｂ 

・Ｄ－１Ｌａｗ．Ｃｏｍ 第一法規法情報総合データベース 

 

※プリントアウトもできます（1枚 10円）。 

 

西出 ひろ子／著 

 



 

ートフォンでの操作も簡単、用意が出来ましたとメ 

ールが入ります。市内各地の図書館や本の取次所

をグルグルと運搬され、読みたい人の手に渡りま

す。       

２台の自動車文庫にも本がたっぷり積まれ、各地

を回ります。 

このような光景を眺めていると、圧倒的な知の塊

が図書館にはあり、誰もがこれを自由に手にするこ

とができ、どんなことでも知ることができるのだと、

気の遠くなることがあります。 

新型コロナウイルスの影響で、サービスを制限せ

ざるを得ないことや、障がいのある方、交通手段を

持たない方へのサービス拡充など、課題もありま

す。知る権利を保障するという大切な役割を担う図

書館は、使命感を持って、考え続けなければと思い

ます。 

（佐藤陽子） 

 

松本良順（順、号・蘭疇
らんちゅう

 1832～1907）は、蘭方医佐藤泰然の子として

江戸に生まれ、18 歳で幕医松本良甫の養子となります。その際、漢方医学

の試験合格を求められ、蘭方医を志していた良順は猛勉強しました。安政 4

年（1857）、幕命で長崎へ赴き、オランダ軍医のポンぺに学び、近代的な西

洋医学を習得すると、日本初の西洋式病院となる長崎養生所の開設・運営

に力を発揮。江戸に戻っても公衆衛生の重要性を説き、医学生の育成に務

め、明治６年(１８７３)には初代軍医総監に就任しました。 

紹介する書は、私たちにあまりなじみのない、唐の翁承
おうしょう

賛
さん

という人がつく

った漢詩で、900巻からなる「全唐詩」に所収されています。 

「官吏としての勤めを終え、夜帰って来れば、我が家は雪に埋もれていた。

子どものいる、茅葺きの小さな部屋には灯りがともる。貧富を論ずる必要の

ない、ただ本を読む声の聴こえる家が何よりも良い。」 

後年、2 人の息子と愛妻に先立たれ、深い失望を経験しますが、生涯を通

して人びとの健康と体力向上のために、様々な取組みを実践しました。 

戊辰戦争時、会津日新館を仮病院とし、負傷兵の救護にあたっていた良

順が、被弾した河井継之助の手当てを頼まれ、只見村まで駆けつけた話は

有名です。                                

＊司馬遼太郎『胡蝶の夢』、吉村昭『暁の旅人』などの小説で良順の人生が描かれています。 

（小熊よしみ） 

 ☆ ７月 1日（水）～７月 30日（木）中央図書館エントランスギャラリーで展示します。 
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          本を届ける     館長通信 

 

 

 

はじめまして。今年４月から中央図書館長を務め

ております佐藤陽子と申します。 

これまで図書館には利用者として通っていました

が、ここが職場となり、１冊の本がどこから来て、ど

のように扱われ、運ばれ、読まれるかを間近に見

て、その丁寧な仕組みや図書館の持つ使命感の強

さに感心しています。 

 長岡市の図書館では年間およそ３万冊の本を購

入します。毎週、選書会議があり、新刊本のほか、

長い間使われ汚れた本の買換えや、図書館に所蔵

がなく買ってほしいとリクエストされた本の購入もし

ます。 

 大量の本が、バックヤードの通路などにも置かれ、

予約された本、学校へ配られる本、他の図書館へ運

ばれる本、修理する本、装備（コーティング、バーコ

ード付け）にまわる本など、出番を待っています。 

本の予約システムも本当に良く出来ていて、スマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館所蔵資料紹介 №165 松本 良順 書 



 

中央図書館 イベント ・ おしらせ ７月～９月 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 7月 1日 長岡市立中央図書館 編集・発行  

長岡市学校町 1-2-2 ℡ 0258-32-0658 
mail：nagaoka@lib.city.nagaoka.niigata.jp 

 

 

 

蔵書検索ができる！ 

ホームページは 

こちら 

楽しい催しいっぱい！ 

フェイスブックは 

こちら 

図書館では利用者のみなさまの感

染リスクを考慮し、先般４月２７日

(月)から５月７日(木)まで臨時休館

とさせていただきました。この間、

大変ご不便をおかけいたしました。 

また、現在、映画会などの各種イ

ベントも中止しています。今後、再

開する際は図書館ホームページや館

内掲示等でお知らせいたします。 

安全に、かつ安心して図書館をご

利用いただけるよう、今後とも何卒

ご理解・ご協力をお願いいたします。 

新型コロナウィルス感染拡大の防止について 

そうだ、図書館に聞いてみよう！ 

レファレンス・サービス（調べもの相談） 

「昔読んだ本をもう一度読みたいけれど、題名が

思い出せない」「テレビで見た〇〇ってどういう意味

だろう？」「プレゼン資料に人口の長期推移データが

必要」 そんなときは図書館にお尋ねください。 

図書館の本や雑誌を使って、解決に役立つ本や統

計データを探すお手伝いをいたします。 

図書館に寄せられた相談事例を下記にご紹介しま

す。 

 

Ｑ 昔浦瀬町にあった高津谷展望台の位置がわかる

地図と、展望台から長岡市街を望んだ写真を探して

いる。 

 

高津谷展望台は昭和２０年代に設けられ、バスが

運行されるなど景勝地として市民に親しまれたそう

です。高津谷山は標高４００メートルほどの二つの

頂があり、二つを合わせて高津谷山と呼ぶそうです

が、相談者はどちらの頂に展望台があったのか知り

たいとのこと。残念ながら展望台が確認できる地図

は見つけられませんでしたが、南北朝時代の高津谷

城について書かれた論文に、東側の頂に展望台があ

ったとの記述がありました。また、「三方の眺めは絶

景」とある写真をご紹介できました。 

 

紹介した本 

 『悠久山東山県立自然公園写真案内』 

昭和３７年 長岡市役所 

 『石油の里』 

佐々木 一禄／著  

平成７年 長岡郷土史研究会郷土資料刊行会 

「高津谷城の縄張りについて」 

鳴海 忠夫／著（『長岡郷土史第 48号』 

平成２３年 長岡郷土史研究会） 

 

 

カウンターや本の整理など、図書館をマルゴト

体験してみませんか！ 

夏休み図書館ボランティア募集 

期 間  ７月１８日（土）から８月１６日（日) 
までの間で希望する日 
[ただし、各図書館の休館日(中央図書館

を除く) 及び７月３１日（金）は受入れ

を行いません。] 

申し込みは半日単位とし、２日以上 

連続で参加することが原則です。 

時 間  ①午前９時～正午 

②午後１時～午後４時 

場 所  市内８か所の図書館 

内 容  貸出・返却カウンター、返却整理、 

本やＣＤの装備・受入、書評書きなど 

対 象  中学生以上 

定 員  [１日あたり・午前午後それぞれ]  

中央図書館・互尊文庫・西・南・ 

北地域図書館 は各４名（先着順） 

中之島・寺泊・栃尾地域図書館は 

各３名（先着順） 

申込み   各図書館にある申込み用紙にご記入の 

うえ、７月１７日（金）までに、希望 

者本人が希望する図書館に直接持参し 

てください。 

その他  報酬・通勤手当等はありません。 
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